メディア ノ シャカイガク : 1 ガクセツシ オ フリカエッテ by 勝又 正直
メ デ ィ ア の 社 会 学
(1)学説史をふりかえって
勝又正 直
   The Sociology of Media 
(1) A Review of Theories on the Media Change 
      KATSUMATA Masanao
キ 一 ワ ー ド:メ ディ ア の 変 容 、　公 共 性 、　国 民 国 家 、　環 境 世 界
Keywords:　 Media　 Change,　 Public,　 Nation-state,　 Environmental　 World
要 約
今日、メディアの社会学はどうあるべきか。 この論文はまずこれまでの代表的なメディアの社会学、(1)公 共
性論、(2)メ ディア論、(3)国 民国家論を評論する。どの論者 もメディアが現実を作 っていくことに注目している。
哲学的人間論によれば人間は環境を作 り上げながらも、そこから抜 け出 してい く。現代において、人間は多様な
メディア空間を形成 しなが らそれを抜けだし、それを横断する。人間が多様な混在するメディア空間を作り上げ
ながらそのメディア空間を横断することこそ、今 日のメディア論が考察 しな くてはならないものである。
(1)公 共 性 の 変 容 を 説 く論 者
ハ イ デ ガ ーの 弟 子 で あ り、 ユ ダ ヤ人 で あ った政 治 哲
学 者 ハ ンナ ・ア レ ン ト(Hannah　 Arendt,1906～75)
は、 そ の著 書 く 『人 間 の 条 件The　 Human　 Condition』
(1955）1)で 、 人 間 の活 動 力 、 す なわ ち人 間 を 条 件 付 け'
る さま ざ まな 条 件 に人 間 が 対 処 す る た め の能 力 を次 の
三つ に分 けた。
1)労 働labor:生 命 を 維 持 す る た め の活 動 力(飲 み 食
う こ との た め の活 動 性)
2)仕 事work:持 久 ・永 続 す る も の を つ く って 自然 と
はこ とな る人 工 の世 界 を 作 り上 げ る活 動 力
3)活 動action:人 と人 と の間 で お こな わ れ る唯 一 の 活
動 力 。 お もに言 葉 を通 じて 互 い を提 示 しあ う こ と
ア レ ン トに よ れ ば、 三 番 目の 「活 動 」 こそ が 人 間 本
来 の行 為 で あ る。 そ して 、 この活 動 の 場 こそ 、 明 る い
光(人 び との注 目)に 照 ら され た公 共 の 世 界 で あ る。
政治とはまさにこの公共の世界において演 じられるの
である。たとえば、それは典型的にはギ リシャの都市
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代)と は、公的な活動の領域が消え去 った 「暗い時
代」3)なのである。
ア レ ン トの 問 題 意 識 を 継 承 したの が 、 ドイ ツの 哲 学
者 ・社 会 学 者 ユ ル ゲ ン ・ハ バ ー マ ス(Jurgen　 Habe
rmas1929-)で あ った。
バ バ ー マス はい わゆ るフ ラ ンク フル ト学 派 の中 に育 っ
た。 フ ラ ンク フル ト学 派 の問 題意 識 は、 「理 性 の変 容 」
とで もい うべ き もの で あ った 。 す な わ ち、 本 来 、 全 体
との 対 話 的 な 調 和 を な して い た 理 性(真 偽 ・善 悪 を 識
別 す る能 力)が 、 目的 の た め の手 段 を 計 算 す る道 具 的
な 理 性 へ と堕 落 して しま った 、 と彼 ら は考 え るの。
ハバ ー マ ス は この フ ラ ンクフ ル ト学 派 の問 題 意識 を、
「活 動 」 の場 と して の公 共 の 世 界 に つ い て の ア レ ン ト
の 理 論 と接 合 した。 彼 は、 ア レ ン トの活 動 の場 を、
「生 活 世 界 」 と言 い 直 し、 そ れ を 「シス テ ム的 世 界 」
に対 置 す る。 す なわ ち、 「生 活 世 界 」 とは 、 話 し合 い
に よ つて 人 び とが交 流 し合 う世 界 で あ り、 こ こで の 人
び との 行 為 は 、 コ ミュニ ケ ー シ ョン的 行 為(話 し合 う
こ と)で あ る。 そ れ に対 して 、 「シス テ ム的 世 界 」 と
は、 企 業 や官 僚 な ど に よ って管 理 ・支 配 され た世 界 で
あ り、 こ こで の人 び との行 為 は 目 的合 理 的 な行 為 で あ
る5)。
ア レ ン トは、 全 体 主 義 に よ って活 動 の場 、 公 共 の世
界 が 浸 食 され る のが 、 暗 い時 代(近 代)の 特 質 と した
が 、ハ バ ー マ ス も同 様 に、 近 代 と は、 シス テ ム的 世 界
が 生 活 世 界 を浸 食 す る こ とで あ る と した。
そ の うえ で 、ハ バ ー マ ス は コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン的 行
為 の 内 実 を掘 り下 げ よ う とす る6)。 しか し、 ア レ ン ト
にあ って は、 地 球 上 に生 き、 世 界 に住 む のが ひ と り の
人 間 で はな く複 数 の 人 間 で あ る と い う事 実 、 す なわ ち
「複 数 性 」(plurality)が きわ め て重 視 され て い た の に
対 して 、ハ バ ー マ ス の 討 論 の 世 界 に お い て は、 こ の
「複 数 性 」 の か わ り に、 討 論 の た め の 普 遍 的 言 語 の あ































視覚の優位へと変化 していったとオ ングは主張 した。
(マ クルーハンのメディア論は基本的にオ ングの理論
に依拠 している)8)。
ドイ ツ出 身 の 南 米 で 活 躍 した ユ ダヤ 系 メ デ ィ ア論 者
の ヴ ィ レム ・フル ッサ ー は、 オ ン グ らの メ デ ィ ア論 を
さ らに展 開 整 理 しよ う と した。彼 に よ れ ば、支 配 的 コ一
ド(コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの た め の、 情 報 を 表 現 す る記
号 ・符 号 の 体 系)が 変 化 す る こ とで三 つ の 時 代 を 画 す
る こ とが で き る9)。
フ ル ッサ ー に よ れ ば 、 支 配 的 コ 一 ドに は次 の三つ が あ
る。'
1)画 像 。 す な わ ち 、 画 像 の 諸 要 素 が 魔 術 的 に互 い に関
係 を もつ 、意 味 の あ る平 面 の こ と。
こ れ が支 配 す る時 代 で は、 イ ドラ トリー(画 像 の 諸
要 素 を読 む こ とは で き るが 、 そ れ らの要 素 か ら表 象 を
読 み と る こ とが で きな い こ と、 つ ま り偶 像 崇 拝)が は
び こる。
2)文 字 テ キ ス ト。 す な わ ち 、 文字 記 号 のつ らな りで あ
り、 これ は線 形 的(一 筆 書 きの よ う に一 本 の 糸 にな っ
て い る)コ ー ドの こ とで あ る。 この コ ー ドが 支 配 す る
と ころ で は、 テ クス トラ ト リー(テ キ ス トの 文 字 記号
を読 む こ とが で き るに もか か わ らず 、 その 文 字 記 号 か
ら概 念 を読 み と る こ とが で き な い こ と、つ ま り テ キ ス
ト信 仰)が はび こ る。
3)テ ク ノ画像 。 す な わ ち科 学 技 術(テ ク ノ ロ ジ一)の
装 置 に よ って 作 り出 され る画 像 。 た と え ば、 写 真 ・テ
レ ビ ・映 画 ・ビデオ が それ で あ る。 こ の コ ー ドが 支 配
す る と こ ろで は、 人 間 は装 置 で ゲ ー ム を行 い、 装 置 の
機 能 の範 囲 で 行 動 す る い わ ば、 「機 能 従 事 者 」 と な る
危 険 を は らん で い る。
現 代 は ま さ に テ ク ノ画 像 が 支 配 す る 時代 で あ り、 そ
こで の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンは、 「円形 劇 場 型 言 説 」(円
形 劇 場 で 上 演 され る劇 を観 客 が 見 て い る よ うな コ ミュ
ニ ケ ー シ ョ ンの あ り方)の 一 方 的 な放 射 を うけ た者 た
ちの 無 意 味 な お しゃべ り(ネ ッ ト型 対 話 〉 が支 配 して
い る。つ ま りテ レ ビな ど の メ デ ィア か ら一 方 的 に受 け
た情 報 で 無 意 味 な うわ さ話 を して い る民 衆 とい う構 図
にな って い る ので あ る。例 え ば、貧 困 な政策 理念 をパ ー
フ ォ ー マ ンス で ご ま か す首 相 の振 る舞 い を テ レ ビで み
なが ら、 彼 の先 妻 や息 子 の こ とを うわ さ話 す る大 衆 ・
と い うの は ま さ に こ う した構 図 に ふ さわ しい コ ミュニ
ケ ー シ ョ ンな わ け で あ る。
こ う した状 況 を打 破 す るた め に は、 テ レビな どが提
供 す る 画 像 の意 味 を 読 み解 くよ うな 、 「テ ク ノ イ マ ジ








































ことは、彼らがもはや、 リップマ ンのような 「現実の






















ま ず オ ー ス ト リアの 動 物 学 者 ユ ク スキ ュル
(1864～1944)は 次のような説を唱えた。すなわち、













は動物の 「世界繁縛性」 と呼んだ。 これに対 して、人
間は環境世界を独自の仕方で遠ざけ距離をとることで、
もっと広大な自由な場面 としての 「世界」へと開かれ
ている。 これをシェーラーは人間の 「世界開在性」 と
呼んだ14)。
おな じく哲学 的人 間学 を構想 したプ レスナ ー























て身体が直接的にその環境 と接 している、つ まり身体
が道具であるのに対 して、人間は文化を自然 と身体 と
の間にお くことができる。文化は自然 と身体の媒介
















































が生み出した多様な世界を横断 し混在させなが ら生 き
ている我々自身をとらえな くてはな らないのである。
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